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論文内容要旨
 骨格のなかで骨代謝異常に鋭敏に反応し,X線学的に補え易いのは主として海綿骨よりなる脊
 椎である。そこで臨床上,脊椎のX線像が骨代謝性疾患の目安として利用されるが,おおざっぱ
 な情報しかえられない。屍体において,脊椎の量的並びに質的変化の検査を行なうことは可能で
 あるが,生体においては椎体の安全,確実なtrephinebiopsy法の研究がなされているが'
 手技に習熟を要し,危険を伴ない,広く施行され難い不利な点をもっている。腸骨はX線像では骨
 変化を補えるには不適であるが,骨小片採取に侵襲が少なく,X線学的所見ではえられない骨の詳
 しい情報をうることができる。もしも脊椎と腸骨とに密接な相関関係があれば,腸骨における詳
 しい骨の所見を脊椎に当てはめることができる。脊椎と腸骨との関係について検索を行なったの
 はDunni1.1ら・EgerらおよびMeunierなど数えるぐらいであり・しかも彼らの研究はbone
 areaのみを対象としたものであったσ脊椎と腸骨との関連をboneareaのみならず,骨梁表・
 面積とか骨梁表面の性質を表現するpafameterについで組織計測学的に追求した研究は見当ら
 ない。なお本邦においてはこのような試みを行なった人はいない。著者は以上のようなことを背景.
 として脊椎と腸骨との関連性がどの程度にあるかを見出すべく本研究を手掛けた。また,腸骨全
 層を生体から採取すると術後採取部の疼痛を訴えることが少なくない。そこで全層でなくtrep』
 hinebiopsy法式でどの位の大きさの骨小片を採取すれば,組織計測でえられる各種para-i
 meterの測定に十分であるかを追求した。
 材料は正常と思われる骨を有する16～80歳(男女15例ずつ,平均46.7歳)の30屍体
 より採取した第3腰椎椎体の正中矢状面における厚さ5㎜のboneslabと前上腸骨棘から約
 2σ初後方の腸骨陵において厚さ5㎜,深さ2～3伽の全層骨片である。これら採取骨片をmethyl-
 methacrylateに包埋し,厚さ204まで用手研磨した。この薄い非脱灰組織切片をGoleの・
 haematoxylineosinで染めた。この染色では脱灰標本に比し,捻れ,収縮が少なく,生体
 に近い構造を示し,骨質は濃紫色に染まり,脱灰標本では把握できない骨梁表面にある骨形成面
 formationsurface(桃色に染まる薄い帯としてみえるosteoidの存在により認識される),
 骨吸収面resorptionsurf巨ce(染色の差異はないけれども,ギザギザの陥凹により認識さ
 れる)並びに静止面inertsurface(骨梁辺縁の平滑部分)を明瞭に把握できる。
 組織学的計測はHennigの理論によるZeisslntegratingmicrometerdlskturret
 皿の100pointsおよび10本の横線のgraticuleを用いて100倍の拡大率で行なった。
 そして脊椎と腸骨のbonearea,骨梁表面積,骨梁表面の性質を数的に表現する各種histological
 parameterを求め,脊椎と腸骨を比較検討した。なお脊椎についてはcancellousbone一
 一133一
 とcortexの両者を含めたものを脊椎椎体の値とした。腸骨の組織切片標本を観察すると
 深部にゆくと緻密質が明瞭になり,明らかに骨梁構造の様相の異なる深部と浅部に分けられる。
 ・ζの深浅両部を等しく含めるべく腸骨陵端より浅部の2倍の深さまでの領域を測定し,腸骨全体
 の値とした。
 ①脊椎と腸骨とを比較した結果
 Boneareaに関しては危険率0,1%で相関関係(相関係数0、724)があった。これは先人の
 '業績により予想された通りであったが,先人の報告より高い相関関係があった。またsurface
 areap6rロnitvolumeoftlsshe(相関係数α755),surfaceareaper
 unitvolumeofsolidbpne(相関係数0・620),percentageofformationsurface
 (相関係数0.697),formationsurfaceareaperuロitvolumeoftissue(相関
 係数0.782),fomationsurfaceareaperunitvolumeofsohdbone
 (相関係数0.675)およびresorptionsurfaceareaPerunitvolumeoftlssue
 (相関係数α587)に関しても危険率α1%で脊椎と腸骨とに相関関係が認められた。resor-
 ptionsurfaceareaperunitvolumeofsolidboneに関しては危険率5彫で
 相関関係(相関係数0、430)が認められた。percentageofresorptions邸faceに
 関してのみ脊椎と腸骨とに有意の相関(相関係数0.291)が認められなかった。要するに全体と
 してみると脊椎と腸骨はきわめて密接な相関関係があった。
 ②腸骨全体と腸骨各区分部位とを比較した結果
 腸骨におけるboneblopsyが施行されることを想定し,著者が設定した腸骨各区分部位の
 うち,どれが果して腸骨を代表してくれるものかを検討した。その結果,すべての区分部が各種
 parameterに関して非常に腸骨全体と高い相関関係が認められた。特に腸骨の中央5㎜幅と腸
 骨全体とは各種parameterすべてに関して非常に密接な相関関係があった(危険率0.1%)。
 以上のようなことから腸骨のbiopsyにおいて直径5㎜のtrephineで深さ1.5㎝前後の骨
 片を採取すれば比較的詳しい骨の情報をうることができることを記明した。なお腸骨の中央5伽
 幅の各種parameterは脊椎のそれらと密接な関連を示すものであった。
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 審査結果の要旨
 骨代謝に異常のあった場合,全骨格が反応するが,そのなかでも脊椎,肋骨,腸骨は他の骨よ、
 り早期に変化を示すものである。生体において骨代謝の異常を見出す手段として簡単なのは脊椎、
 のX線像である。しかしX線像からは骨のより詳細な所見をうることはできない。一方腸骨のX『
 線像は骨代謝の異常を察知するには不適当であるが,採取骨小片の非脱灰標本をつくり,Gole
 のH・E染色を施し,Hennigの方法に準じて組織学的定量を行なうと骨の状態をかなり詳しく
 知ることができる。
 本研究は生体における骨の状態をX線学的に判読しやすい脊椎と骨の生検として適している腸
 骨との間の相関の有無を検索する目的で行なったものである。腸骨の所見がそのまま脊椎にあて
 はまるとすると,腸骨の生検を行ない組織学的定量を行なうことで臨床的に問題となる脊椎の変一
 化をより詳しく知ることになるであろう。また腸骨の生検にあたり,内外の骨板にわたる全層を
 巾約1伽,深さL5㎝位の大きさで採取すると,患者は採取部に比較的長期にわたり疼痛を覚え
 るので,組織学的計測を行なうのに最小必要の骨片の大きさはどの位でよいのかということに関
 しても検索を行なった。
 正常と思われる骨を有する30屍体の脊椎と腸骨について,bo皿earea,骨梁の表面積,骨i
 梁表面の性質を表わす各種のparameterなどを比較した結果,脊椎と腸骨との間に密接な相」
 関のあることを見いだした。また骨生検において径5㎜,長さ1.5α胃の骨小片を採取すれば,意
 味する組織学的計測ができ'ることを証明した。
 脊椎と腸骨の関係について検索しているのはDunni11ら,Egerら,並びにMeunierらと意・
 外に少なく,それもboneareaのみを比較しているに過ぎない。本研究においてはbone
 areaのほか骨梁の表面性,骨梁表面の性質を表わすparameterについて比較し,ほとんど
 のparameterにおいて相関のあることを見出したことは意味あるものと思う。また生体にお
 いて骨生検を行ないやすい場である腸骨において5㎜径のtrephineで1.5㎝の深さのものを
 採取すると組織学的計測に間に合うことを見出したことは臨床的に意義深い。
 以上のことから本論文は学位に該当するものであると認めた。
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